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人口と世帯（２月１日現在）　人口 592　男 295　女 297　世帯 310

主なもくじ

平成28年１月７日（木）、丹波山村の各地区において、新春恒例のお松引きが行われました。
お祭りに参加した人達は皆、今年一年が無病息災、五穀豊穣と幸多からんことを祈願して、
力の限りお松様を引きました。
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　平成28年１月５日（火）、６日（水）の１泊
２日で新潟県の湯沢パークスキー場において
「風の子スキー教室」が実施されました。
　年初は暖冬の影響もあり、開催が危ぶまれ
ましたが、児童・生徒の願いが叶ったのか、
思い切りスキーを楽しむことができました。
　今年は小学生６名と中学生２名が参加し、スキーの
技術も去ることながら、集団生活を通じて、大変成長
できた２日間でした。

元気いっぱいの元気いっぱいの
スケート教室！スケート教室！

僕
ら
風
の
子
探
検
隊

僕
ら
風
の
子
探
検
隊

今
年
も
元
気
！

今
年
も
元
気
！

▲  上級生の滑り…「さすが…です。」 ▲  先生そばにいてね

▲  みんなで決めポーズ！！

▶  

準
備
Ｏ
Ｋ
！

　  

こ
れ
か
ら
滑
る
ぞ
〜

▶  

真
剣
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

　  

聞
い
て
い
ま
す
。

▲  めきめきと上達中～

　平成28年１月22日（金）村営スケート場
で丹波小学校のオープンスクールの一環
としてスケート教室が行われました。
　寒さに負けない元気100倍の丹波っ子
たちは、たば特有の天然リンクの上で力
いっぱいの滑りを披露してくれました。
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ささら獅子舞
 を披露しました。

◆
山
梨
県
地
域

　
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
専
任
班
長
　
守
屋
　
　
剛

◆
山
梨
県
消
防
協
会

　
乙
種
功
労
表
彰

　
班
　
長
　
　
守
岡
　
辰
之

◆
山
梨
県
消
防
協
会

　
東
部
支
部
長
表
彰

　
班
　
長
　
　
嶋
﨑
　
竜
馬

　
　
　
　
　
　
舩
木
　
　
翼

　
上
野
原
警
察
署

　
防
犯
功
労
者
表
彰

　
団
　
員
　
　
田
中
　
雄
二

　
　
　
　
　
　
坂
本
　
五
一

◆
30
年
勤
続
表
彰

　
団
　
員
　
　
武
井
　
明
信

　
　
　
　
　
　
田
中
　
節
男

◆
25
年
勤
続
表
彰

　
団
　
員
　
　
木
下
　
和
彦

◆
20
年
勤
続
表
彰

　
団
　
員
　
　
吉
野
　
一
也

　
　
　
　
　
　
木
下
　
喜
人

　
　
　
　
　
　
木
下
　
武
久

◆
15
年
勤
続
表
彰

　
班
　
長
　
　
久
保
田
崇
史

　
団
　
員
　
　
岡
部
　
雅
敏

　
　
　
　
　
　
山
本
　
栄
二

◆
10
年
勤
続
表
彰

　
班
　
長
　
　
中
村
　
達
也

丹波山村消防団出初式平成28年

平
成
28
年
消
防
団
出
初
式
表
彰
者
　（
敬
称
略
）

　
平
成
28
年
1
月
10
日
（
日
）、

丹
波
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
平
成

28
年
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
か
ら

堂
々
の
市
中
行
進
の
あ
と
、
式
典

が
行
わ
れ
団
長
、
村
長
の
告
示
や

分
列
行
進
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

放
水
披
露
な
ど
日
々
の
訓
練
の
成

果
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
消
防
団
に
た
く
さ
ん
の
ご
奉
志

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▶ 

市
中
行
進

▲ 消防操法▲ 放水披露

★ ★ ★ ★ 

　中組の小泉
吉夫さんが11
月15日、鴨沢
の酒井クノさ
ん が1月29日
に、90歳のお
誕生日を迎え
られ、村から
記念品等を贈
呈しました。
　これからも健康にご留意され、いつまでも、
お元気でいて下さい。

　平成27年12月６
日（日）、東京都
狛江市で行われた

「第16回多摩川流
域郷土芸能フェス
ティバル」に参加
しました。
　山梨県からは本村をはじめ、小菅村、東京都か
らは奥多摩町、日野市、府中市、多摩市、稲城市、
調布市、狛江市の９つの団体が登場しました。
　本村は文化財保存会が、伝統の「ささら獅子舞」
を披露。
　多摩川流域の皆さんにも、「丹波山」をしっかり
アピールすることができました。

▲ 小泉吉夫さん
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■
一
般
質
問

　
質
問
内
容

　「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の

　
策
定
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

　「
子
育
て
支
援
・
教
育
支
援
に
つ
い
て
」

質
問
者
　
酒
井
隆
幸
議
員

　「
教
育
全
般
に
つ
い
て
」

質
問
者
　
嶋
﨑
義
人
議
員

■
丹
波
山
村
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
に
伴
う
丹
波
山
村
人
権
擁
護

委
員
に
、
上
組
地
区
の
守
屋
春
枝
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例
制
定
の
件

　
丹
波
山
村
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

　
丹
波
山
村
生
産
物
直
売
所
設
置
及
び
管

理
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　　
丹
波
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
丹
波
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額

に
関
す
る
条
例

　
丹
波
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

　
丹
波
山
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
丹
波
山
村
保
育
所
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
丹
波
山
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は

5
0
9
万
8
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
額
は
16
億
3
，
1
0
1
万
1
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

☆
主
な
歳
入
の
内
容
は
、

　
繰
越
金	

5
0
9
万
8
千
円

　
で
す
。

☆
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　
財
産
管
理
費

　（
鴨
沢
地
区
村
有
林
危
険
木
伐
採
）

	

54
万
円

　
戸
籍
住
民
登
録
費

　（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
導
入
）

	

53
万
3
千
円

　
林
業
振
興
費

　（
奥
秋
・
高
尾
集
会
所
冷
蔵
庫
購
入
）

	

20
万
円

　�
道
路
橋
梁
総
務
費 

（
除
雪
用
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
ー
使
用
料
・
工
事
車
購
入
）

	

2
4
0
万
円

　�

消
防
費
（
消
防
団
員
報
酬
（
部
長
・
班

長
・
団
員
分
））

	

70
万
5
千
円

　�

公
民
館
費
（
公
民
館
冷
蔵
庫
購
入
（
体
育

館
下
・
押
垣
外
・
保
之
瀬
・
鴨
沢
））

	

40
万
円

　
保
健
体
育
総
務
費

　（
風
の
子
ス
キ
ー
教
室
事
業
関
連
）

	

32
万
円

　
で
す
。

■
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
は
11
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
前
村
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者

に
対
す
る
移
行
補
償
料
の
た
め
で
す
。

■
専
決
処
分
の
報
告
の
件

　
村
道
鴨
沢
小
袖
1
号
線
災
害
復
旧
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

■
変
更
請
請
負
契
約
の
締
結

　
丹
波
山
温
泉
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
工
事

　村議会の臨時会が１月14日
に開会し、同日閉会いたしま
した。
　審議された内容は、変更請
負契約締結に関する専決処分
の報告と変更請負契約締結の
２議案が提出され、すべて原
案のとおり可決されました。

臨 時 会

村 議 会

　村議会の12月定例会は12月
10日に開会し、同日閉会しま
した。
　３議員からの一般質問の後、
審議された内容は人事案件１
件、条例制定７件、条例改正
２件、補正予算２件の議案が
提出され、すべて原案のとお
り可決されました。

12月定例会
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　平成27年12月5日（土）、丹波中学校体育館で、「平成27
年度丹課発表会、第28回定期音楽会」が開催されました。
　前半は、丹波中生７名による課題解決学習の発表、続い
て後半は、中学生・教職員による合唱・合奏や、村有志の
バンド「レギュラー満タン」による演奏、混声合唱団
「SENZOKU」の特別演奏など、充実の一日を過ごすこと
ができました。

丹波中学校
文化の祭典
丹波中学校
文化の祭典

　
平
成
27
年
度
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
と
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
に
助
成
申

請
を
昨
年
11
月
に
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
の
4
月

に
3
件
（
高
尾
地
区
自
主
防
災
会
・
保
之
瀬
地

区
･
東
部
地
区
）
の
助
成
決
定
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
高
尾
地
区
自
主
防
災
会
に
は
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
や
ガ
ス
発
電
機
、
メ
タ
ル

ハ
ラ
イ
ド
発
光
台
、
移
動
か
ま
ど
、
折
り
た
た

み
式
ス
ー
パ
ー
キ
ン
グ
テ
ン
ト
な
ど
を
高
尾
集

会
施
設
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
之

瀬
地
区
に
は
、
折
り
た
た
み
式
ス
ー
パ
ー
キ
ン

グ
テ
ン
ト
や
移
動
か
ま
ど
な
ど
の
ほ
か
に
通
信

用
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
地
区
の
お
祭
り
や
住
民
交

流
会
等
の
事
業
を
行
う
際
に
積
極
的
に
活
用
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
東
部
地
区
に
は
、
折
り
た

た
み
式
ス
ー
パ
ー
キ
ン
グ
テ
ン
ト
や
移
動
か
ま

ど
、
ガ
ス
発
電
機
や
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
発
光
台

な
ど
、
災
害
時
に
備
え
た
備
品
の
整
備
や
美
化

運
動
で
利
用
す
る
草
刈
機
や
ブ
ロ
ワ
―
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
件
す
べ
て

の
事
業
費
総
額
は
、
6
，
2
0
8
，
3
4
6
円

で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
6
，
0
0
0
，
0
0
0

円
が
助
成
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
今
後
も
地
区
要
望
等
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
に
該
当
す
る
も
の
を
申
請
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
活
動
の

一
環
及
び
普
及
を
目
的
と
し
て
各
種
の
事
業
を

支
援
し
て
い
る
も
の
で
、
丹
波
山
村
で
は
平
成

15
年
度
に
鴨
沢
地
区
自

主
防
災
組
織
に
「
育
成

助
成
事
業
」
と
し
て
鴨

沢
地
区
各
戸
に
戸
別
受

信
機
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
16
年
度
に
は
「
ふ

る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事
業
」
と
し
て
消

防
団
に
災
害
時
用
テ
ン
ト
と
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
と
し
て
中
央
公
民
館
等
に
机
・

椅
子
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

17
年
度
に
除
雪
機
3
台
と
草
刈
機
2
台
が
、
ま

た
平
成
18
年
度
に
は
村
文
化
財
保
存
会
に
花
笠

や
小
太
鼓
、
獅
子
衣
装
な
ど
の
整
備
が
で
き
、

平
成
24
年
度
に
は
高
尾
地
区
・
保
之
瀬
地
区
・

東
部
地
区
自
主
防
災
組
織
に
発
電
機
や
投
光

器
、
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
、
平
成
25
年
度

に
は
村
文
化
財
保
存
会
に
獅
子
用
袴
下
着
物
や

獅
子
用
た
っ
つ
け
袴
、
さ
さ
ら
用
着
物
、
半
天

な
ど
が
整
備
で
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
は
、

奥
秋
地
区
に
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
バ
イ
ク
や
ペ
ッ
ク

デ
ィ
ッ
ク
マ
シ
ン
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

な
ど
、
下
組
地
区
に
は
座
卓
や
座
布
団
、
ガ
ス

発
電
機
や
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
発
光
台
な
ど
の
整

備
が
で
き
ま
し
た
。
宝
く
じ
の
収
益
金
は
丹
波

山
村
で
も
大
切
に
使
わ
れ
役
立
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ティ

助
成
事
業
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　平
成
28
年
１
月
２
日
（
土
）、
丹
波
山
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
山
梨
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　本
年
は
６
名
の
皆
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　新
年
の
幕
明
け
に
相
応
し
い
冬
晴
れ
の
空
の
下
、
真
新
し
い

ス
ー
ツ
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
希
望
あ
ふ
れ
る
若
人

達
の
姿
は
、
華
や
か
な
式
典
に
彩
り
を
添
え
、
一
層
ひ
か
り
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

　式の中では、新成人６名が大人としての新たな抱負や決意を
述べ、また、村長や参列者の方々から祝辞が贈られ、スライド上
映では過去、現在、そして未来へと成長していく自身の姿を懐か
く見つめていました。
　新成人のみなさん、自分達の生まれ育った「ふるさと丹波山」
に愛着と誇りを持って、積極的に社会参画を行い、新しい事に挑
戦する人生を歩んでください。
　皆さんの明るい未来に、期待しています。
　成人おめでとうございます。

平
成
28
年

▲ 木下　未希 さん ▲ 芦澤　由依 さん ▲ 白木　拓巳 さん

▲ 田中　瑞紀 さん ▲ 芦澤　南菜 さん ▲ 福岡　円華 さん

▲ 万歳三唱

▲ 懇親会の様子

▶ 

新
成
人
の
「
今
年
の
漢
字
」
と
は
?

新成人のみなさん、おめでとうございます。

　平成27月12月19日（土）丹波山村保育
所においてクリスマスお楽しみ会を実施
しました。
　保育所児の７人のかわいい歌の発表や、
園児みんなで一生懸命に演じた劇「にん
じんさん、だいこんさん、ごぼうさん」
では会場にいる大勢の方から暖かい拍手
や歓声が上がっていました。
　最後には、ダルトンサンタさんからの

プレゼント。園児のみなさん、
とても楽しい一日になりましたね。

▲ プレゼントの中身なにかな～

▲ とっても上手に演じました。

▲ 大きな声が出ていますよ！

 ダルトン▶
サンタさん　

登場～　ひと足早く、サンタさんが

　　　　　　  やってきた!
ひと足早く、サンタさんが

　　　　　　  やってきた!
丹
波
山
村
成
人
式

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
平
成
28
年
1
月
27

日
（
水
）
保
育
所
に

お
い
て
「
も
ち
つ
き

会
」を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
皆
、
元
気
に
お
餅
つ
き
を

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
歌
と
手
遊
び

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
一
緒
に
ふ

れ
あ
い
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
村
民
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
会
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　平
成
28
年
１
月
２
日
（
土
）、
丹
波
山
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
山
梨
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　本
年
は
６
名
の
皆
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　新
年
の
幕
明
け
に
相
応
し
い
冬
晴
れ
の
空
の
下
、
真
新
し
い

ス
ー
ツ
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
希
望
あ
ふ
れ
る
若
人

達
の
姿
は
、
華
や
か
な
式
典
に
彩
り
を
添
え
、
一
層
ひ
か
り
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

　式の中では、新成人６名が大人としての新たな抱負や決意を
述べ、また、村長や参列者の方々から祝辞が贈られ、スライド上
映では過去、現在、そして未来へと成長していく自身の姿を懐か
く見つめていました。
　新成人のみなさん、自分達の生まれ育った「ふるさと丹波山」
に愛着と誇りを持って、積極的に社会参画を行い、新しい事に挑
戦する人生を歩んでください。
　皆さんの明るい未来に、期待しています。
　成人おめでとうございます。

平
成
28
年

▲ 木下　未希 さん ▲ 芦澤　由依 さん ▲ 白木　拓巳 さん

▲ 田中　瑞紀 さん ▲ 芦澤　南菜 さん ▲ 福岡　円華 さん

▲ 万歳三唱

▲ 懇親会の様子

▶ 
新
成
人
の
「
今
年
の
漢
字
」
と
は
?

新成人のみなさん、おめでとうございます。

　平成27月12月19日（土）丹波山村保育
所においてクリスマスお楽しみ会を実施
しました。
　保育所児の７人のかわいい歌の発表や、
園児みんなで一生懸命に演じた劇「にん
じんさん、だいこんさん、ごぼうさん」
では会場にいる大勢の方から暖かい拍手
や歓声が上がっていました。
　最後には、ダルトンサンタさんからの

プレゼント。園児のみなさん、
とても楽しい一日になりましたね。

▲ プレゼントの中身なにかな～

▲ とっても上手に演じました。

▲ 大きな声が出ていますよ！

 ダルトン▶
サンタさん　

登場～　ひと足早く、サンタさんが

　　　　　　  やってきた!
ひと足早く、サンタさんが

　　　　　　  やってきた!
丹
波
山
村
成
人
式
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　「
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
最
低
賃
金
」
は
、
平
成
27
年

12
月
18
日
か
ら
1
時
間
8
3
4
円
に
、「
山

梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低
賃

金
」
は
、
平
成
27
年
12
月
25
日
か
ら
1
時

間
8
4
3
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
27
年

10
月
1
日
か
ら
1
時
間
7
3
7
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
「
業
務

改
善
助
成
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
︲
2
2
5
︲
2
8
5
4

　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
4
︲
4
3
︲
2
1
9
5

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、

脅
し
な
ど
の
犯
罪
事
件
を
検
察
官
が
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
に
不

満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
処
分
が
正
し
か
っ
た

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　（
甲
府
市
中
央
一
丁
目
10
番
7
号

　
甲
府
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
0
5
5
︲
2
1
3
︲
2
5
4
8

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
の

県
へ
の
お
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

県
税
、
県
営
住
宅
使
用
料
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
す

べ
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
郵
便
局
で
お
支
払
が
可
能
と
な
る
の
は
、

平
成
28
年
4
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
納
入

通
知
書
等
（
裏
面
に
納
入
場
所
と
し
て
「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。）
で
あ
り
、
平
成
28
年
3
月
以
前

に
発
行
さ
れ
た
納
入
通
知
書
等
（
裏
面
に

納
入
場
所
と
し
て
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
」
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。）
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
郵
便
局
以

外
の
金
融
機
関
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
出
納
局
管
理
課

　
☎
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
3
0
6  

　
�
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
3
2
4

▼
開
催
日
時

　
平
成
28
年
3
月
13
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～

▼
開
催
場
所

　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　（
甲
府
市
大
津
町
2
1
9
2
︲
8
）

▼
内
　
容

○�

組
合
及
び
組
合
員
の
取
り
扱
う
商
品
及

び
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
・
提
供

○�

組
合
の
事
業
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
や

体
験

○�

も
の
づ
く
り
、
地
域
資
源
の
活
用
、
6
次

産
業
化
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
活
性
化
事

例
の
紹
介

○�

や
ま
な
し
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売

○�

食
関
連
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

○�

ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
及
び
ゆ
る
キ
ャ
ラ

に
よ
る
地
域
産
品
の
販
促
支
援

○�

景
品
や
イ
ベ
ン
ト
導
入
等
に
よ
る
集
客

力
の
向
上

○�

集
客
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め
の
組
合

企
画
相
互
の
連
携

○�

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
連
携

に
よ
る
静
岡
県
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

　
甲
府
市
飯
田
2
︲
2
︲
1

　
中
小
企
業
会
館
4
F
　

　
☎
0
5
5
︲
2
3
7
︲
3
2
1
5

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
他
産
業
か
ら

離
転
職
し
て
就
農
・
就
業
を
希
望
す
る
方
々

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
「
農
業
科
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
校
内
で
の
講
義
・
ほ
場
実
習
に
加
え
農

家
実
習
な
ど
に
よ
り
、
農
業
の
基
礎
か
ら

実
践
的
な
技
術
ま
で
、
就
農
に
必
要
と
な

る
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
訓
練
期
間
は
９
ヶ
月
間
（
４
月
〜
１
月
）、

訓
練
コ
ー
ス
は
果
樹
か
野
菜
の
い
ず
れ
か
。

（
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格

者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
詳
し
く
は

　
県
立
農
業
大
学
校
研
修
課

　
☎
0
5
5
1
︲
3
2
︲
2
2
6
9

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
　Inform

ation
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

第
21
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

を
開
催
！

就
農
希
望
者
を
対
象
に
し
た

職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
富
士
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
お
近
く
の
郵
便
局
で
も

県
の
公
金
を
す
べ
て
お
支
払
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
　

日　時 講座名 講　師 受講料 持ち物 無料
託児 対　象

３月５日（土）
10：00～12：00 そば打ち 矢野 公夫さん 1,200円

・三角巾かバンダナ
・エプロン
・筆記用具

有 一般
15名

２月27日（土）
３月16日（水）
３月26日（土）
10：00～12：00

ベビータッチ
＆ママのため
の産後教室

海野 聖子さん １回
200円

・バスタオル１枚
・ママと赤ちゃんの
　飲み物
・おむつなど外出に
　必要なもの

なし

生後２ヶ月～
１歳くらいま
での赤ちゃん

親子10組

▶申込み　ぴゅあ富士　☎0554−45−1666
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～
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

　
　
　
　
　
　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
～

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
28
年
3
月
13
日
（
日
）
〜
3
月
14

日
（
月
）
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

▼
場
　
所

　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
対
　
象

　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
相
談
内
容
　
　
　
　

１�

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２�

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
（
育
児
相
談
）

３�

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い

て
（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

▼
申
し
込
み
方
法

　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
（
締
め
切
り
は
３
月
９
日

（
水
）
午
後
３
時
ま
で
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
５
５
３
︲
２
２
︲
１
３
７
８
　
　

　
�
０
５
５
３
︲
２
２
︲
６
４
１
９

　�（
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」　
手
塚
）

☆
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆�

完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

☆�

こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が
い

を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ

る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な

ど
、見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
お
よ
び
会
場
　

・
平
成
28
年
3
月
12
日
（
土
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

・
3
月
13
日
（
日
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

・�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。

・�

1
件
に
つ
き
約
1
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
に
、
盲
学
校
へ
電

話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
時

間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

▼
費
用
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）　

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
田

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

◎�

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

◎�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、

若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　 

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
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　ウォーキングなどの有酸素運動を行うと、脳の
血流が増し、脳血管の老化を遅らせます。お友だ
ちと一緒に楽しむともっと効果的です。
●�ウォーキングしながら脳を鍛
えましょう
　�ウォーキング＋引き算
　�（100から３づつ引いて歩く：
100→97→94）
　�ウォーキング＋しりとり
　（サル→ルビー→イス→スイギュウ…）
　＊いつもより少し早めに歩きましょう
　＊歩幅は大きめにしましょう

●野菜果物を食べましょう
　�野菜果物に含まれるビタミンC・ビタミン E・
βカロチンの抗酸化作用は認知症予防に効果的
です。
●青魚を食べましょう
　�アジ・サバ・イワシ等に多く含まれる不飽和脂
肪酸は、脳の神経伝達をよくし、脳の血液の流
れをよくする働きがあります。

　たくさんの人と話したり、近所の人と一緒に活動
をするだけで、記憶力や注意力、計画力などが鍛え
られます。積極的に人とふれあいましょう。

●外出（旅行）計画
　�地図を広げて歩く計画をしましょう。季節の花
を探す、美味しい店を探す等テーマを決めて歩
きましょう。
●調理
　�買い物から調理、食事まで出来るだけ家族や友
人と一緒に行いましょう。

●30分未満の昼寝をしましょう
●起床後に太陽の光を浴びましょう

〈認知症は早期発見と早期治療が大切です〉
　認知症は誰もがかかる可能性があります。生活
習慣病の予防や早期発見と適切な治療で症状が軽
減することが期待できます。早めにかかりつけ医
に相談していきましょう。

　認知症になる一歩手前の予備軍の状態は、物忘れが気になりはじめたり、意欲が低下したり
します。認知症予防のために脳を鍛えることや運動・食事での生活習慣病予防が大切です。

運動習慣

食　習　慣

人との交流

知的行動習慣

睡眠習慣

認知症予防には脳への刺激と生活習慣病予防！

日　時
平成28年5月10日（火）
受付時間：
8時から10時30分まで
会　場
交流促進センター
＊�胸部レントゲン検診
は、例年どおり村内を
巡回いたします。
＊�詳細については、配布
いたします「お知らせ」
でご確認ください。

　1日人間ドックを例年どおり
行います。日時等については、
決定次第お知らせいたします。
＊例年どおり送迎があります。

　1日人間ドックが受診できま
す。日時等の申し込みについ
ては、お問い合わせください。
＊�送迎は、ありません。自家
用車で受診できる方が対象
です。

健康管理事業団 山梨厚生病院

JA山梨厚生連健康管理センター

特定健診・がん検診のお知らせ
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国税庁ホームページ 作成コーナー

○申告書作成のために来署される場合は、上記期間にお越
しください。

○会場開設初日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が
予想されますのでご了承ください。

○申告書作成会場では、相続税の相談は受け付けておりま
せんのでご注意ください。

○当署の駐車スペースに限りがございますので極力お車で
の来署はご遠慮ください

（駐車の際、お待ちいただく場合があります）。
○税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんので

ご了承ください。
▶案内図

　申告書の提出後に、納付書の送付や納税通知等による納付
のお知らせはありません。申告により納付すべき税金は、納付
期限（＝申告期限）までに納付書により、最寄りの金融機関の
窓口もしくは税務署窓口で納税をお願いいたします。
※　納付書は、税務署及び金融機関にご用意してあります。

なお金融機関に納付書がない場合には、所轄税務署にご
連絡ください。

　所得税及び復興特別所得税、個人事業者の消費税及び地
方消費税の納税には、振替納税が大変便利で確実です。
○納税をうっかり忘れることなく、振替日にご指定いただ

いた預貯金口座からの引き落としにより自動的に納付が
できます

○金融機関や税務署の窓口まで現金を持ち歩く必要がなく
安全です

○一度手続をすれば継続して利用できます（転居等により所轄
の税務署が変更となった場合には新たに手続きが必要です）

　振替納税を希望する場合には、申告書の提出期限までに、
税務署へ「預貯金口座振替依頼書」を提出してください。

▶振替日
　所得税及び復興特別所得税 … 平成28年４月20日（水）
　消費税及び地方消費税 　　… 平成28年４月25日（月）

※　振替日にご指定の預金口座から納税額を引き落とし
ますので、事前に預金口座の残高をご確認ください。

　公的年金等の収入が400万円以下であり、かつ、公的年金
等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合に
は、所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出するこ
とを要しません。（確定申告書の提出を要しない場合でも、
住民税の申告は必要です）
※　この場合でも、所得税及び復興特別所得税の還付を受

けるための申告書を提出することができます。

　税務上の申告書や申請書・届出書は「信書」に該当しま
すので、郵便又は信書便で送付してください。
　申告書等の「控え」に税務署の受付印が必要な方は、控
えに住所、氏名、金額等をボールペンで記載の上、切手を
貼った返信用封筒を同封してください。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を
ご利用いただければ、画面の案内に従って金額等を入力す
ることにより、税額などが自動的に計算され、計算誤りの
ない申告書を作成することができます。
　平成27年分の確定申告に当たっては、「確定申告書等作
成コーナー」をご利用いただき、作成した確定申告書は
印刷して所轄税務署に郵送等により提出してください。また、

「e-Tax（電子申告）」を利用して提出することもできます。
詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。

「『確定申告書等作成コーナー』って難しそうだな」
という方へ
給与所得者又は公的年金所得者向けの申告書作成画面
を新設しました。初めての方でも操作がしやすい画面と
なっておりますので、是非ご利用ください。

▶問合せ先　〒401‐8502  大月市御太刀2-8-10
　　　　　　☎（0554）22-3151（代表）

大月税務署からのお知らせ

納税について

申告書作成会場の開設日程

納税は振替納税で

年金受給者の方の確定申告不要制度について

確定申告書等を郵便等で提出される方へ

手書きで申告書を作成されている方へ

開設期間 会場 所 在 地 時　間

2月16日（火）
　　
3月31日（木）
※ 土、日及び祝日
　を除きます。

大月
税務署
３ 階

大月市御太刀
２-８-10

大月地方合同庁舎

【受付】
午前８時30分から

（提出は午後５時まで）
【相談】
午前９時から
午後５時まで

〜

所得が「給与・公的年金」のみの方は必見！！

申告書は、国税庁のホームページで作成できます！！

申告書提出に当たってのご注意

　　　平成27年分確定申告書の提出及び納付期限
●所得税及び復興特別所得税 ⇒ 平成28年3月15日（火）
●贈与税　　　　　　　　　 ⇒ 平成28年3月15日（火）
●個人事業者の消費税及び地方消費税 
　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 平成28年3月31日（木）
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▲ 「安心してください。
　　　　　 みかん、投げますよ！」

▲
▶ 

た
ぁ
〜
く
さ
ん
、
獲
れ
ま
し
た
か
〜
？

▶ 

鏡
開
き
「
せ
ー
の
」

◀ 今年も廣瀬栄一さんの
　 音頭で始まりました。

多彩なおもてなしで
お祭りを盛り上げました

ひょっとこも元気に参加！

　平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）、
丹
波
山
村
の

お
正
月
の
風
物
詩
・
お
松
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
中
は
奥
秋
、
高
尾
、
押
垣
外
の
各
地
区
で
、

午
後
に
は
丹
波
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
村
内
外
か
ら
訪
れ
、

冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
で
賑
や
か
な
お
松
引

き
と
な
り
ま
し
た
。

　天
気
を
も
味
方
に
つ
け
、
重
い
重
い
お
松
様
を
、

参
加
者
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
引
っ
張
り
、
前
へ
前

へ
と
歩
み
進
め
ま
し
た
。
お
囃
子
に
木
遣
り
歌
が
流

れ
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
願
い
、
道
祖
神
を
目

指
し
て
み
ん
な
で
運
ん
だ
ソ
リ
。
そ
し
て
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
。

　丹
波
の
一
年
が
始
ま
る
新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
。

　こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
、
永
遠
に
、
丹
波
山
に
在

り
続
け
ま
す
。

▲ さぁ、引っ張ろう

お
松
引
き


